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1976）。   

フクロウ類の食性は－・般に未消化物を塊にし  

て出したペリットの定性・定量分析によって行  

われて一きた（Marksetal．1994：Yalden＆Morris，  

1993）。トラフズクの食性に、ついてはこれまで  

北アメリカやヨ－Lロツパにおいて数多く研究さ  

れて＼おり，主に小暗乳類と鳥類を捕食すること  

が明らかになっている（MaI・ksetal．，1994：Maれ  

1976）。一一方，日本における食性の分析では，松  

岡（1974）が北海道石狩平野の防風林内において 

繁殖期のペリット分析を，池田（1956）が国内容  

物を報告している。   

しかし，日本において－異なる地域や季節にお  

けるトラフズクの食性は明らかにされていない。  

そこで今回，本州西部の大阪南港で越冬期（11  

へ′2月）におけるトラフズクのペリットを採集  

し，その種類構成と個体数を調べた。また主な  

餌動物であったハツカネズミ肋5肌〟5C〟J〟5の令  

査定を行った。  

材料と方法  

大阪市住之江区南港3－－5－30に位置する  

大阪南港野鳥園は，大阪湾に面した埋め立て地  

の－・角にある（図1）。野鳥園の植物相は，クロ  

マツタ～乃〟＝ん〟〃ムergヱ王PaI・1、，ヤマモモ砂′∠cα  

rublaSiebet ZuccやエノキCel（Ls5inensis Pres  

vaI．メ甲0〝jcα（Planchi）Nakaiなどの広葉樹，また  

クマザサSasaaibo－ma，ginataMakinoetShibata  

およびススキ〟言5Cα〃f〟55≠〝飢S∠5Andel・Sいなどの  

草本からなる。  

摘  要  

大阪南港において越冬期（1998年11月21日  

へ／1999年2月22日）のトラフズクA5わof〟5の  

ペリット143個を採集し，食性の分析を行った．。  

ペリットには晴乳類審歯目ネズミ科ハツカネズ  

ミ肋5椚〟5C〟J〟S，クマネズミRα〝〟5用肋5，ドブ  

ネズミ凡㈲′γ曙ヱc〟5と鳥類3種，および昆虫類  

直遡日エンマコオロギG′・印肋sβ椚朋α，半週目シ  

ラホシカメムシ属旦y5αrCOr・よ5Sp．の1種，および  

鞘週日ゴミムシダマシ科の1種が含まれていた．。  

餌動物218個体の中で最も数が多かった．のはハ  

ツカネズミ（82．6％）であり，鳥輯（9．6％），クマ  

ネズミ属（7．8％）が続く。この種類構成は，調査  

地の環境において－小動物相が乏しいことと関係  

している結果と考えられた。しかし，これまで  

報告されたトラフズクの食性は小哺乳類を主体  

としており，同様な現象が今回の越冬期の埋め  

立て地においてもみられたといえる。また，ハ  

ツカネズミを上顎第1～3臼歯の磨耗によって  

令査定を行い，1998年に生まれた個体が多いこ  

とが推測された。  

は じ め に  

トラフズクAsわof〟5はフクロウ目フクロウ科  

に属し，北アメリカとユ・－ラシアにわたって－，  

北緯30度から65度の間の広い地域に分布する  

（Mar・betal．，1994）。日本では夏期に北海道，  

本州北部で繁殖し，本州南西部，四国，九州，  

種子島，および石垣島などで越冬する（小林，  
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図1い 大阪南港野鳥園図およびペリット採集地点．  
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（前期）に計109個と，B区画で1999年1月8日  

～2月25日（後期）に採集した計34個を合わせ  

て143個であった。   

ペリットに含まれていたのは，哺乳類では窟  

歯目が3種類でハツカネズミ〟〟5椚〟5C〟J〟5，ク  

マネズミ尺α助5相加5とドブネズミ尺‖〝0川eg～c‘J5，  

鳥類3種類，昆虫類が3種類で直廼目エンマコ  

オロギG′ざy肋5e椚椚α，半麹目シラホシカメムシ  

属の1種gy5α′Cα豆！Sp．．，ゴミムシダマシ科  

Taenebrionidae の1種，および植物として種子  

が7種類（センダングサ属β∫de〝5，他は不明）  

と植物繊維質であった（表1）。 個体数は昆虫  

を除いて218個体含まれていた。   

種類構成において，ハツカネズミが前期  

（86り3％），後期（70い0％）ともに共通して多かっ  

た。後期ではクマネズミ属尺α助5S押は含まれ  

ていなかったが，鳥類の個体数は増加していた。  

前期と後期でペリット数は量的に異な・つでおり，  

G検定によって前期と後期の種類構成と個体数  

の間には有為な差が認められた（x2＝31．03，  

df＝2，p＜0い005）。   

ハツカネズミの令査定は左上顎骨180個体の  

臼歯から行った。Ⅲ段階（2～4カ月）の個体が  

1999  2／15，18  

12／28 1／7，81／292／1，3  2／25  

トラフズクの越冬は1998年11月21日から  

1999年2月22日まで，野鳥園内の広葉樹林内  

で確認され，同園内のA区∵画において1998年  

12 月7日までは最高4羽が，B区画において  

1998年12月11日以降では主に1羽が確認され  

た（図1）。   

ペリットを1998年12月11日から1999年2  

月25日まで，計15回，A・B区画内のとまり  

木の下とその周辺で採集を行った（図1）。採集  

した∴ペリットはシヤ－・レ内で水に湿らせてピン  

セットでほぐし，骨格と毛に分けた。種の同定  

は，裔歯類では頭骨と下顎骨から行った。鳥類  

の同定は行えなかったが上顎骨の形態から種数  

を出した。個体数は残存する骨格の各部位の左  

右を識別して合計し，最大個体数を用いた。   

ハツカネズミの令査定はLidickef・（1966）に従  

い！上顎の第1～3白歯の磨耗の状態から8段  

階に分け，Lidickef・（1966）による月令から出生時  
期の推定を行った。  

結  果  

ペリット数は形が崩れているものを含めて，  

A区∵画で1998年12月11日～1999年1月7日  

1998  

12／11   12／20，21，23  

1999 Jan 
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ペリット採集日 レ．．．個体数  
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図2“肋β皿〟βCび血βの出生時期の推定と個体数の頻度分布臥  
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表1・ペリット数および中に含まれていた餌動物の種類と個体数（％）．  

ペリット採集期間  1998．．1211～1999“1．7  19991い8～2．25  

ペリット採集区画  A  B  

ペリット数  109  34  143  

晴乳類   

肋5〝‡〟5C〟血5   

兄畑加け・αJょお5   

月虜血“耽）′V曙‘C払5   

月α肋5Spp・  

鳥類  

昆虫類＊   

G′y〃∽e椚椚α   

旦匹〝■C‘）r■ゐsp、   

7壱〃eあ′わ月～（ねβ   

不明  

145（86・3）   

2（1・り   

9（5・り   

6（36）   

6（3・り  

3  

35（70り   180（826）  

2（0・9）  

9（4・1）  

6（2り  

15（30り  21（9・り  

合  計  168  50  218  

＊合計と割合には昆虫の個体数を含まない．  

表2．上顎第1～3臼歯を用いた令査定による肋5肌鮎C〟J揖の個体数．  

段 階 Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  V  Ⅵ  Ⅶ  Ⅷ  

月令＊ 0～11～2 2～4 4～6 6～8 8～1010～14 14～ 合 計  
個体数  2  38  69  31   22   13  2  3  180  

＊Lidicker（196句による．  
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生だけではなく，埋め立て地の立地条件やネズ  

ミ類の移動力が関係する（金森，1980：五十嵐，  

1984）。大阪南港野鳥園が位置する埋め立て地  

は本土とは橋によっでつながっているが，まわ  

りを海に囲まれた島状に近い場所である。また，  

野鳥園の周囲の環境は工場や倉庫，あるいは開  

発途中の更地である。大阪検疫所によるトラッ  

プ調査において，野鳥園を除く南港地区の海岸  

線でハツカネズミ，クマネズミ，およびドブネ  

ズミが捕獲されているがその他のネズミは生息  

が確認されていない（大阪港衛生管理運営協議  

会，1998）。したがって人とかかわりのある家ネ  

ズミ以外のネズミ類の移入や定着が難しいこと  

が示唆され ペリットの内容物は調査地の動物  

相と一・致しているといえる。   

トラフズクは主に夜行性の小哺乳類を捕食す  

るが，餌動物としての鳥類の量は地域によって  

差があり，北アメリカ（l．7％）に比べてヨ－・ロッ  

パにおいてより多い（109％）傾向がある（MaTti，  

1976）。日本において－は，松岡（1974）の報告で  

は鳥類はわずか2個体（0い5％）であるの対して  

南港では21個体（9．6％）と多かった。これは第  

1に繁殖期と越冬期の季節によるトラフズクの  

選択性の違い，第2に地域による動物相の違い  

等が考えられる。特に第2の点において，上記  

のとおり今回の調査地は哺乳類相が乏しいこと  

が推察された。さらに野鳥園には／ト型鳥類が生  

息しており，トラフズクに捕食される可能性が  

高いと考えられる。しかし，この点においては  

トデフズクの精勤時間（夜行性）とそ・の他の鳥類  

の関係を考慮する必要がある（松岡，1974）。   

今回の結果において昆虫が含まれていたが，  

トラフズクが昆虫類を捕食することはいくつか  

の数少ない報告があるのみで，餌動物において  

わずかな数にしか過ぎない（Mar・ti，1976）。   

一・方，これまでトラフズクが植物を捕食する  

という報告はなく（Ma止s et al．，1994：Maれ  

1976），ペリットに含まれていた植物は捕食した  

ネズミ類や鳥類から2次的に得られたものであ  

ろう。   

前期と後期において一種類構成と個体数が変化  

し，後期には鳥類が増加した（表1）。その要因  

最も多く，進んだ段階の個体は数が少なかった  

（表2）。Lidicker（1966）の段階から月令を当ては  

め，ペリット採集日から出生時期を逆算し，そ  

の個体数の頻度分布図を作製すると，9月頃の  

個体が多く捕食されていると推定された（図2）。  

また，1998年の繁殖で生まれた個体が98．．3％と  

多く，1997年に生まれたと考えられる個体が  

1．7％であった。  

考  察  

今回の越冬期において，確認されたトラフズ  

クの個体数は変化したり，また全く観察できな  

かった時期もあり，期間を通して個体数を明確  

にできなかった。その結果，ペリットの個数と  

トラフズクの個体数の関係や1日あたりのペリ  

ットの吐出数等は推定できなかった。後期のペ  

リット採集数が少ないのはトラフズクが主に1  

羽しか確認できなかったことと関係あろう。   

フクロウ類は捕食した動物の骨格をすべて吐  

出するわけではないので（阿部・松乱1977），  

今回の算出方法で得た餌動物の個体数は，実際  

に捕食された個体数より少ないとみなせる。   

松岡（1974）による北海道での繁殖期のトラフ  

ズクの調査では，ペリットからはエゾヤチネズ  

ミCJe〟z′わ仰叩y5叩βcα〝〟5が87一．2％と大きな割  

合を占めており，他にミカドネズCJe班／わ〃0叩y5  

用血5，アカネズミAJ，Ode′花〟5乎eCわ5〟5，ヒメネ  

ズミAクOde椚〟5α′ge〝お〟5，ドブネズミ 尺d助5  

〝0川eg血5，オオアシトガリネズミ ∫0′eズ  

〟〝g〟血Jα恥 および鳥類が得られている。また，  

池田（1956）の報告ではハタネズミ 〟icrOf〟5  

椚0〃ねムe招やヒメネズミが含まれていた。   

一・方，今回のペリットに含まれていた哺乳類  

はハツカネズミ，クマネズミ，およびドブネズ  

ミであり，いずれも人の生活とかかわりを持つ  

家ネズミであった。埋め立て地での′ト哺乳類の  

生息について－は，千葉県における金森（1980）お  

よび五十嵐（1983，1984，1985）の調査があり，ハ  

タネズミ〟上c′0加朋0〝Jeムe耽／＼ツカネズミ肋‘5  

椚〟5C〟J〟5，アカネズミAクOde仇以5軍eCわ5〟ざ，ドブ  

ネズミ尺α肋5〝0′Veg血5，が生息していた。しか  

し，これらのネズミ類が生息するためには，植  
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にをま第1にクマネズミ属が含まれていないこと  

との関係，第2にハツカネズミの個体群の変化，  

あるいは第3にトデフズクの選択によること等  

が考えられるが，明確にはわからない。   

Marti（1976）はヨーロッパと北アメリカに生  

息するトラフズクの餌を調査した40の文献を  

レビュ、一し，トデフズクが生息地や季節によら  

ず，小哺乳類を主な餌動物としている（ヨ、一口ツ  

パ88．9％，北アメリカ98．2％）と述べている。  

松岡（1974）および今回の結果においても防風林  

や埋め立て地，あるいは繁殖期や越冬期にかか  

わらず，／ト晴乳類が主要な餌動物であった（北海  

道99い5％，南港90．4％）。したがって一日本に生  

息するトラフズクにおいても，小哺乳類を主体  

とする食性は環境や時期によらないといえる。   

ハツカネズミは生息場所によって年間の繁殖  

状況が異なり，福岡市の野外（草地，埋め立て地，  

砂丘地）での繁殖時期は主に春と秋であった（浜  

島，1962）。南港におけるトラフズクの狩りの  
範囲を明らかにしておらず，ペリット中のハツ  

カネズミがどこで捕獲されたかはわからないた  

め，捕食したハツカネズミの生息地の繁殖状況  

は推察できない。しかし，1998年9月頃に個体  

数が多くなるのはその年の秋に生まれた個体群  

であると考えられる。また，ハツカネズミの寿  

命は飼育下の個体で平均705．85±1臥212 日  

（492～819）であるが（平岩，1960），野外の個体  

では様々な環境要因から寿命は減少すると推察  

される。したがって，前年である1997年に生ま  

れた個体群は少なく，トラフズクに捕食される  

個体数も少ないと考えられる。  
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